








研究目的 

新生児壊死性腸炎の発生,増悪因子として腸内細菌の意義を知る目的で昭和58 年度は我々

の施設で発生した Cl.difficile 腸炎の流行とそれに伴う我々の施設内での Cl.difficile

の検出について 1 時点に限って検討した。昭和 59 年度には全国における壊死性腸炎の発生

動向について昭和56年1月から昭和58年12月迄を対象としたアンケート調査をおこなっ

た。その結果通常の便培養では壊死性腸炎に特異的な細菌は証明されなかったが,嫌気性培

養は対象となった101例中わずか4例にのみおこなわれていたにすぎないことも判明した。

そのためか嫌気性菌の検出された例は皆無であった。そこで本年は Cl.difficile の NICU

内での動向およびその病原性を知る目的で定期的に我々の施設での Cl.difficile の培養

検出および,Cl.difficile の病原性と関係があるとされている Enterotoxin と Cytotoxin

の測定も合せおこなった。 


